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日ごろのご支援への感謝とご報告

みなさまお元気でいらっしゃいますでしょうか。みなさまのご

理解とご協力があつてこそのアイユーゴーです。タイ、ラオス、
ベトナムで事業を継続できるのも、みなさまのおかげだと感

謝しています。そして「自分の村のために、そして国のために、

できる限りの努力をしている」村でなければ、われわれは協

力・支援をするわけにはいかないと考えております。協力・支

援する側とされる側とは同じ立場でなければなりません。困つ

たことを解決するためには、解決する人とされる人がどちらと

もがんばらなければ、解決できないと思うからです。その解

決する力は共通に与えられているのではないかと思います。

[平成 16年度事業報告 ]

平成16年度の事業報告を遅ればせながら、させていただ

きます。

(1)   義螂購劇瞬プロジェクト

①4洋樹動贖穀
(ラオス・サバナケート省サイフォウホン地区ナチック村)

村人が中心となり屋根の建印をイわ た。

②小学校への教育資材供与
(ラオス・サバナケート省サイフォウホン地区フォンソンホン神

小学校の各教室に机、椅子などを供与し、小学生児童た

ちの新しい学校生活力滉〕まっていた。

③′lヾ詢庚建設とトイレ建設 <継続事業>
(ベトナム・ラムシ 省ランクドング地区ラット村の2集落‐ボナー

B,パンチエン・ダンジエット)

年度末3月 に小学校建設のための工事を開始した。

2∞ズ平成 17)年度に継続。この事業は、現地に近いダラット

大学社会福祉学部と日本からのボラオ ィアとの共同参画、

ならびに村人の協力で行われ、2∞5年 9月 に終了した。

<Bonor B 4ヽ 学校は(財)大阪コミュニティー財団より助成を受けた。

Pan」en 4ヽ学校は(助ひろしま祈りの石国際教育交流財団より、助成を

受けた。>

(1)  
…

ジエクト

①農業指導のための宿舎施設建設

(タイメーホンソン県パレマパー郡ワナルアン村)

宿舎建設は無事終了した。宿泊施設を利用することがで

きるようになり、センターでの講義力漸リモ化してきた。今、

有機農業のパイロット的存在として注目を浴びている。

センターでの研修を終えて、宿舎の

中でくつろぐ議

センター内部こはいろいろな資料が張られている。

<宿舎、センターともに、(助日本国際協力財団からの助減を受けた>

②タイ北部における少数民族の住民参加型農村開発

(タイ・メーホンソン影シマパー郡ムアンパン本つ

現地から植林時期の順延を伝えてきた。2∞5年 5月から

始動し、8月に終了した。

カレン族の子供たちが、マンゴやタムマリンドの苗木を持つて、

集合し、植林をした。<緑の募金から助成を受けた。>

宿舎正面から

爾爾
～
議発議

Bonor B′J喘 Patten 4畔校
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③井戸建設ならびにパイプライン設置工事によるウオータ
ーシステム設置

(ラオス・サバナケート省サイフォウホン地区フォンソンホン村)

12基の井戸建設を完成し、ポンプ、配電設備、パイプライ

ン、集準タンクを設置して、家庭までの配水設備を整えた。

また、村人が不安視していた水質の簡易検査を行つた。

結果は飲料た して正常と判明した。

(2)  日本の国際協カカ ジェクト のアルシザ=としての

錮

①日本青年会議所東広島青年会議所主催の GTS(グロー

バルトレーニングスクール)における事業(集会所建設・

蝕 イヒ1'こ淘

(ラオス・サバナケート省サイフォウホン地区フォンソンホ

ン村)

コー7ィネートとして参画。参加者40名。

(3)  自主博曜ぼワ→ 持 ンカ

C汐イ・メーホンソン県パンマパー郡ワナルアン村

ワナルアン小学校でシャン族の子供たちに空手、英会話

を指導しつつ、交雄 深めた。<8名参加>

Cラオス・サバナケート県サイフォウホン地区フォンソンホ

ン村

井戸建設とパイプライン設置工事によるウオーターシス

テム設置に技術協力を申し出た専門家によるワークキャ

ンプが行われた。また、井戸水の水質の簡易検査をイb
た。特に異常は見られなかった。<3名参加>

左から:中西工業所の原氏、

柴田庶 中西同社長(本会

富1代∋井の水の簡懸

を行う。

③べけ ム・ラムドン省ランクドング地区ラント村

小学校建設の支援をイうワークキャンプ。ダラット大学

村長宅での工事の打ち合わせ。

左から:新田代表、現地専門家、

通顧ξ中配 臓 。

村の若者たちの協力から始まったウオーターシステムエ事

ラオス代表(立っている男り のカッファ氏が進捗状況の視察

誂 た井戸 タンク

タンクから各家庭に配沐された。
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の学生たちと建設予定の場所の整艶を衛ちた。残念だつ

たことは、予定されていたホームステイが直前に現地の

都合で中止になり、ホテルでの宿泊となつた。しかし、現

地の大学生たちは懸命に参加者と交流を深めて衛ちた。

<6名参加>

(4)… 化繰減のためのい ジェクト

C職康訓練所センター建設(ベトナム・ブンタオ省)

事業規模などを現地と再検討の結果、規模が大きすぎる

ということで中止した。

[平成 16年度収支決算報告 ]

科   目 決   算

1.剣 動 次 542,フ70

2.器 は 2,489,204

3嚇 は 4,350,000

4自剌 572,614

5概 36

6.繊 208,464

7.借入金 600,000

収入合計 8,763,088

科 目 決   算

1.焉 諜 嚢 7,148,566

2.割蹟 598,634

支出合計 7,74フ , 200

収入合計(縛 8,763,088

支出合計(B) 7, 747.200

舶  (A― B) 1,015,888

特に、収入の部における会費収入の予算 900,000円 )と

燎 542,770円 )との関係における達成率は、60%であ

りました。90%を 目指し、みなさまの協力に基づく活動を推進

していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

[平成17年度事業計画 ]

今年度は、3カ国で次のような活動を進めています。

タイ

麻薬文化撲滅の代替事業として開発情報センタ‐く農業セ

ンター)を中心にして、各村でタムマリンド、マンゴの植林、

コーヒ■栽培が万単位で始まつています。麻薬より農業、林

業。そして、環境を守る生き方を、さらに浸透させていきた

いと思います。

ラオス

中南部のサバナケート県内で5カ年計画の農村開発のプロジェクト

を進めていこうとしているところです。

べけ ム

ダラット大学との共同プロジェクトで少数民族の支援を行い

ます。少数民族の子供たちが大学にイKことができるのは

ごくまれです。

(1)申 ロジエクト

少数民族の居住地でのイ疇率わ廻轟とトイレ建設

(ベトナム・ラムドン省ラックドング地区ラント村の2集落_ボ

ナー8,,シチエン・ダンジエット)

日本からの支援ボラン イアによる土地整備の協力から始

まつた事業は、村人とダラット大学の学生と協力のもとで完

成した。また、計 12名が牛銀行のメンパーになつた。(2005

年9月に終了)

(2)層瞬調賊鵡刑贈プロジェクト

①タイ1脚こおける少数民族の住民参加型農村開発

(タイ・メれノン影 シフ ‐利Vン シ村)

山岳地帯に居住する少数民族自らが参加して有機農鉄を

取り入れ、経済的自立と動制経盪捏る。

9イ 北部における開発支援センターヘの人材派遣

(タイ・メ味ソン県バンマパー郡

開発支援センターにおける農業専門家による人的・技術的

支援を街 。

Cイ 1榔こおける少数民族の住民参加型農村開発

(タイリ味ソン県パレムー地区シ ボン瀞 ンパトウンブ神

強制移住させられた少数民族有畜農業指導による住民

勧 囲 跡 鵬 睦 彿 。

Cラオス中南部における農業開発支援センターの建設
0オス・サバナケー陥 サタ ォウホン姻

有畜農業、土木建築、洋載などの指導を彿 ためのセン

ター建設、また、並行して農業開発支援事業としての貯

水池補修工事、植淋なお 彿 。

(3)日本の国際協力事業へのアルЧりに‐としての参画

(初日本青年会議所島根プロックの国際貢献事業

(ラオス・サバナケート県サイフォウホン地区フォンソンホン神

イ博粥トイレ設 交流のコーディネートとして参画。

←D側輔 出 こ附 赫

少数民族の貧困と保健衛生に関連する調査。

(5)自圭露朝訳ワ→ 持 勁

本会での事業現場で、村人と文化口技術の交換を通した

交流を彿 。

C橋健設完了に市 農地開拓の協力と交流

(ラオス・ビエンチャン県バンマイポーシー神

村人のA・0食事交流
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C農作礫を通じて環境保全を考える教育問題に焦点を

、当てた交流。

0イ・メホソン慰 シ η ‐ 都

③開発支援センター建設協力と― F鬱との交流。
(ラオス・サバナケー団識ナわ 大ウホンU困

④ダラット大学学生と少数民族の自立支援のためのジョイ

ントワ…クキャンプ。

(べけ ム・ラムシ 賜 ットカ麟詢

お 知 ら せ

未来へ架けよう!′讀の橋

地域活動として、コンサートや講演会を企画していま

す。

皆様のご協力及びご来場をお待ちします。

・ 日時 : 2006年 3月 5日 (日 )14100～
口 場所 :熊馴町煉瓦館 コットン ホール
・ 内容 :コンサート及びアイユーゴー活動講演会
口     など

準備委員を募集しております。ご連絡をお待ちします。

事務局までご連絡お願いします。

輸 だより

アイユーゴー事務局運営、地域でのアイユーゴー活動を

支えて頂いています。

メンバーの丼さん、吉澤さんよリメッセージをいただきまし

たのでご紹飛 ます。

<アイユーゴーに参加して>
本部地区企画委員長

沖 縦 ん

最初に、ボランティア活動に関わりをわ たのは、小学生の

頃に入つたガールスカウトでした。その頃から人との出会い

がすごく楽しく思われ、共に共有して物作りをする事が好きな

子どもでした。それから今日50歳を過ま も変わる来 、お

隣りの新田さんのアイユーゴーのお手伝いをする事になり、

少しでも役に立つ事ができればと思つています。

アイユーゴー会計担当

吉澤 螢 ん

以前、勤めていた大学職員時、先生である新日さんと話す機

会があり、アイユーゴーの話をお聞きしその活動に興味を持

ちました。以前からボラオ ィアに何らかの形で参加したいと

思つており、献血で100回X律 まヽした。

アイユーゴー会員には3年前から入り、昨年職員を退職後に

私にも何か出来る事があるのではないかと思い参加していま

す。 よろしくお願いします。

<アイユーゴーでは、

高校生、大学生もお手伝いに来ています。>

大学生の間城徹也君     高校生の秋山のり子さん、

り‖崎■輝君

――導憾漏隣制pくりに取り組んでいます :一
本会は、麻薬文化撲滅のための代替プロジェクトと少数民族

の人たちへの協力・支師 メインにしています。設立から

5年目に入りました。設立から3年間は駆 当者詢`しつかり

した活動意識を自分のミッションとして捉えることが出来るか

が大切な課題でした。次の 4年目からは事務局体制を確立し、

ご墨 、ご協カャてくださる皆様とどのようにして、活動産展開

することがもっともいいことなのかを考えながら進んでいま

す。

みなさまのアイディア、専門知識や技術、事務作業、パソコ

ン技術など、何でも大欽迎です。遠くからでも、近くからでも自

分に出来ることをしてみませんか?

―編 集 後 記 ―

会員の方々へのアイユーゴー活動情報源として、通信を発

征 ております。会員の方で行われている活動や情報ほどあ

りましたらご連絡お願いします。

アイユーゴー会員の方々の地域活動の充実を目指すため

に、会員方々のお住まいの地区別に分けましたので、後日、

お知らせします。

一ボランティア 募集 ―

現地でこんなことが出来る、あるいは自分のこのような資稲を持つ

ている、自分のこのような技術を生かしたいれ うヽこと力`ありましたな

ら、是非、ご一報くナ塾tヽ。もしく:却略:麗察売鉢してください。

大学生の間城徹也君


